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小型・低価格情報端末を用いたデジタルサイネージ 
デバイス集約管理システムのプロトタイピング 

 

三島 和宏†1	 	 櫻田 武嗣†1	 萩原 洋一†1 
 

	 本稿では，小型かつ低価格な情報デバイスとして Raspberry Piを用いてプロトタイプ実装したデジタルサイネージ
表示デバイスの集約管理を行うための統合システムについて詳説する．東京農工大学（以下，本学）では，従来から
設置されていたデジタルサイネージシステムの置き換えを目的として，Raspberry Pi を用いたデバイス単体で自律的
に動作し指定時間にコンテンツ表示を行うデジタルサイネージ表示デバイスを開発し，学内に展開してきた．これら

の設置台数の増大とともに，集約管理に対する要求が高まったことから，集約管理に必要なシステムについても開発
することとなった．デジタルサイネージデバイス集約管理システムは，1)表示デバイス，2)コンテンツ，3)コンテン
ツアサインの各項目について管理する機能を持ち，データストレージにてコンテンツファイルのマスター管理を行

う．これらは，Webインタフェースを通じて容易に管理が可能である．本稿では，集約管理システムのプロトタイプ
システムの概要，実際に稼働させた際の状況と今後の課題などについてまとめる．本システムにより，集約管理型の

デジタルサイネージシステムを容易に，低コストに実現することを可能とする． 

 

Prototyping of the Intensive Management Digital Signage System 
using Small-factor, Low-cost Information Device 

 

KAZUHIRO MISHIMA†1	 TAKESHI SAKURADA†1 
YOICHI HAGIWARA†1 

 
This manuscript is describing a prototype implementation of a Digital Signage Management System with Small-size and 
Low-price Information Device. Our university was constructing and operating the electric power visualization system for few 
years. Nowadays, we need to renew the visualization system by hardware issues and OS support issues. At the replacement time 
of our university’s digital signage system, we need to implement cost effective digital signage system. Therefore, we developed a 
brand-new style of the digital signage display device using low-cost information device and open intensive management system. 
We described the design and implementation detail of our Digital Signage Management System. Our system has three 
management items, 1) Device, 2) Content, and 3) Content Assignment with Device, and it can easily manage through the Web 
User Interface. By using this system, very low cost digital signage system can be achieved. 

 

1. はじめに   

	 機器の省電力化，低コスト化に伴い，コンピュータ等を

内蔵し，固定的な情報ではなく，動的な情報を都度表示す

るデジタルサイネージシステムが広く利用されるようにな

ってきた．多くのデジタルサイネージシステムでは，これ

までの壁広告のような一定期間変わらず掲載される形態の

広告と比較して，定期的に情報を入れ替えたり，短時間で

複数の広告を表示したり，といったことが可能となり，非

常に多様な情報提供が可能となっている．また，広告とし

ての利用だけでなく，駅での運行状況表示[1] といった常

に内容が入れ替わる情報提示を行うといった利用もデジタ

ルサイネージシステムを用いることで可能となっている． 

 

1.1 東京農工大学でのデジタルサイネージシステム利用ケ

ースと課題，要求，これに対する取り組み 
	 東京農工大学（以下，本学）では，低炭素社会における

大学のグリーンキャンパス化を目指し，キャンパス全域に
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設置された電力計測システムから電力消費に関するデータ

を収集し統合する「電力見える化」システムを構築し，運

用している[2][3]．これに加えて，キャンパス内の学生や教

職員に分かりやすく電力使用状況を認識させるため，デジ

タルサイネージシステムを利用した「電力見せる化」シス

テムも同時に構築している．本システムにて表示される例

を図 1に示す． 

 

 

図 1	 デジタルサイネージシステムを利用した 

「電力見せる化」システムによる表示例 

Figure 1	 Example view of existing Signage System. 
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	 本システムは，2009 年 1 月から 2010 年 9 月にかけて導

入された機器で構成されており，これらのシステムは，デ

ジタルサイネージ管理を行う商用アプリケーションを用い

て構築されている．ハードウェアの老朽化ならびにソフト

ウェアに対する課題が顕在化してきていた．ハードウェア

に関する課題であれば，汎用 PC を利用していることから

比較的安価な代替品を用意することは可能ではあるが，そ

れでも本学の持つ府中キャンパス（東京都府中市・農学部・

本部）と小金井キャンパス（東京都小金井市・工学部）に

複数台点在して設置されていることから「機器に対するコ

スト」と「置き換えにかかるコスト」は安易に無視できる

ものでもない．また，搭載されたオペレーティングシステ

ム（OS）のサポート期限に対する課題であり，非常に短期

間に問題を解決する必要もあった． 

	 加えて，既存の電力見せる化システムの課題に取り組み

と同時期に電力見せる化システムとは異なるデジタルサイ

ネージシステムに対する要求として，学内に別途設置され

た電力見せる化で利用しないディスプレイにおいて，本学

の教育研究について自動プレゼンテーションを行うデジタ

ルサイネージシステム設置を要望する依頼があった．求め

られる運用形態としては，本学が作成し，現在 Webサイト

にて公開している教育研究に関するビデオ（日本語版・英

語版，いずれも MPEG-4形式）を所定の時間帯ループして

表示をするというものである． 

	 限られた予算の範囲でキャンパス内に複数設置された機

器置き換えの実施可能性を考慮し，表示デバイス自体のコ

ストの最小化，設置にかかるコストの低減といった低コス

トでの導入という要素を含む必要があり，これに対する取

り組みとして，デジタルサイネージ表示に伴うデバイス（表

示デバイス）を小型かつ低廉な情報デバイスである

Raspberry Pi[4]を用いて実現している[5]．開発を行ったデ

バイスは，学内展開を実施している[6]．実際に開発された

デジタルサイネージ表示デバイスは，各デバイスで自律的

に動作する（デバイス自身がコンテンツデータやコンテン

ツアクセス情報を持ち，単独で OS を有し，各デバイスで

起動・決められた時間においてコンテンツ表示を可能とす

る）ようになっており，個別の機器に設定を行い，設置す

るだけでデジタルサイネージとして機能するものである． 

 

2. デジタルサイネージシステムに求められる

要件：表示デバイスの集約管理 

	 一般的な商用アプリケーションを用いたサイネージシス

テムでも同様に，多くのデジタルサイネージシステムでは，

デジタルサイネージ表示デバイスを集約管理する機能が存

在する．実際に，多数のサイネージ表示デバイスを展開し

て行く際に，各デバイスの死活監視や表示コンテンツの表

示管理といった機能は必要不可欠であり，特に複数台の表

示デバイスを展開していく際には必須の機能となる．本学

でも，サイネージ表示デバイスを学内に向けて展開してい

るが，当初は特にこのような機能が無くても特段問題とは

ならなかったが，設置台数が増えていく中で各デバイスの

状況を管理したり，コンテンツの変更を行ったりする際の

利便性を考慮し、集約的な管理機能が必要となった． 

	 本学が開発してきたサイネージ表示デバイスは，

Raspberry Piというハードウェアに対して，オープンソース

で開発された各種実装とともに，デジタルサイネージ表示

を実現するためのモジュールを実装することで機能を実現

している．このため，集約的に管理するためのシステムも

オープンシステムをベースに開発することとした． 

 

2.1 集約管理システムが必要とする管理項目 
	 まず，本学が開発したサイネージ表示デバイスを集約管

理するために必要な集約管理システムにおける機能につい

て定義する． 

1. デバイス管理機能： 

サイネージ表示デバイス自体の管理を行うために必

要な項目である．各サイネージ表示デバイスがどの

ネットワークアドレスを持ち，どのような場所に設

置されているのかといった情報を管理する．また，

デバイスの死活状況を一覧表示し，デバイス自体の

動作状況を把握するために利用する．このほか，後

述する集約管理システムとデバイス間のメッセージ

ングを行う際に必要な認証情報の他，デバイスのコ

ントロール（シャットダウン・再起動）等の管理を

行う必要もある． 

2. コンテンツ管理機能： 

デジタルサイネージシステムでは，デバイスに係る

情報の他に，実際に表示が行われるコンテンツ自体

が必要となる．そこで，表示すべきコンテンツ自体

の管理を行う必要がある．本機能では，サイネージ

表示デバイスが対応する a) ビデオコンテンツ

（MPEG4 動画データ）ならびに b) メディアサポー

ターを利用したVNC画面転送コンテンツについて管

理する機能を有する．また，表示コンテンツには，

複数のビデオをまとめて連続再生するといったこと

も考えられることから，コンテンツをまとめたもの

（コンテンツセット）の管理も可能とする． 

3. コンテンツアサイン管理機能： 

各サイネージ表示デバイスでコンテンツを再生する

ためには，デバイスとコンテンツのマッチングを行

う必要がある．そこで，これらの対応付け（アサイ

ンメント）を行う機能を有する必要がある．デバイ

スとコンテンツのマッチングが完了した後に，実際

にデバイスに対してコンテンツ表示ができるよう設

定を行う． 
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Figure 2 Autonomous and Integrated Digital Signage System. 
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Figure 3 Device Management Interface. 
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Figure 4 Content Management Interface. 
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Figure 5 Content Assignment Management Interface. 
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Figure 6 Dynamic Content Assignment. 
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Figure 7 Dynamic Content Assignment using Wi-Fi AP ID. 
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